
  

  

【急性期入院における改定の主なポイント】 

⚫ 急性期病院の評価として、「救急搬送件数、全身麻酔手術件数」を要件とした「急性期病院一般入院料A・

B」を設定 

⚫ 現行の「急性期一般入院料」も残る形であるが、急性期病棟入院料の設定点数が高い（A：入院料１＋56

点、B:入院料４＋46点）高いため、多くの急性期病院が移行し、急性期病院の機能分化が促される 

⚫ 10対１（急性期一般入院料２～６）の病棟に対しては、看護職員以外にリハビリ・検査技師・管理栄養士

を一定数配置にて7対１並みの職員配置となる「看護・多職種協働加算」を設定し、人員確保・タスクシフ

トへの評価を行う 

⚫ 算定点数の高さは、急性期病院A＞急性期病院B＋多職種＞急性期一般１＝急性期一般２＋多職種 の順 

 

 

 

令和８年度診療報酬改定の動向について ⑥ 

皆さん、こんにちは。令和8年度診療報酬改定については、いよいよ6月からの新点数での算定開始となりま

す。今回の改定に伴い、急性期の大きな方向性が示された「急性期病院入院料」や「看護・多職種協働加算」

についてあらためて解説を行います。 
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眼科（歯科）医療機関連携強化加算 

～「今を解決する」から「未来を解決する」へ～ 

 

医 療 事 務 の 知 識 

 生活習慣病管理料については、以前より糖尿病の患者に対して眼科・歯科の受診を促す要件ができておりま

したが、令和 8年度診療報酬改定により生活習慣病管理料（Ⅰ）及び（Ⅱ）にそれを評価した点数「眼科医療

機関連携強化加算」と「歯科医療機関連携強化加算」が新設されました。今回はこちらの算定要件等をご説明

します。 

 

◼ 点数：眼科医療機関連携強化加算 60点（年 1回） 

歯科医療機関連携強化加算 60点（年 1回） 

◼ 対象患者：糖尿病を主病とする患者 

◼ 算定要件： 

眼科（歯科）医療機関連携強化加算については、保険医療機関（眼科（歯科）を標榜する保険医療機関を

除く。）が、診療に基づき、糖尿病合併症（歯周病）の予防、診断又は治療を目的 とする眼科（歯科）診

療の必要を認め、患者に説明し、その同意を得て、以下の全ての連携を行った場合に、以下の「イ」を行っ

た日に算定する。 

ア 眼科（歯科）を標榜する他の保険医療機関に対して、診療状況を示す文書を添えて患者の情報提供を行

う。その際、当該患者と相談の上、眼科（歯科）診療の必要性について患者に十分な説明を行い、当該他

の保険医療機関に当該患者が受診する予定日を定めること。 

イ 次回の診療時に当該他の保険医療機関への受診状況について確認し、その内容について診療録に記載す

ること。なお、当該他の保険医療機関から、診療状況を示す文書の提供があった場合には、当該文書を

診療録に添付すること。 

 

 上記より眼科（歯科）の受診日を決め、診療情報提供書を作成した日の算定ではなく、眼科（歯科）に受診

後、自院に再度受診→診療状況を確認→診療録に記載することで初めて算定要件を満たします。算定のタイミ

ングは注意が必要です。 

その他、疑義解釈５より以下も算定可能と明記されています。 

 眼科（歯科）医療機関連携強化加算と診療情報提供料（Ⅰ）の併算定可 

 眼科（歯科）医療機関連携強化加算における、紹介先の眼科及び歯科が同一の保険医療機関において標榜

されている場合であっても、眼科及び歯科医療機関連携強化加算はそれぞれ算定可 

 

 生活習慣病管理料については、次回受診日を決めることや、生活習慣病管理料（Ⅰ）は 6月に 1回以上の血

液検査等が必須となったり、療養計画書がサイン不要となったりと様々な変更点が出ておりますので、併せて

ご確認ください。 



 

 

 

 

 

   

査定例・算定例 

病
名
辞
典 

「
か
」 

【 

低
気
圧
と
頭
痛
の
し
く
み 

】 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル 

【 

解
離
性
同
一
性
障
害 

】 

 

《 入院中の他院外来受診での手術料について 》 

A．この場合、診療費の中で DPC 包括でない項目（手術等）について、DPC 病院が 
保険請求します。 

当院は DPC病院です。入院中の患者さんが当院で対応できない手術を行う必要があり、他院外来

で手術を受けることになりました。DPCの規定では入院中の他院外来受診の診療費は、全額当院が

支払う必要があると聞いていますが、高額の手術料も含め、すべて当院負担になるのでしょうか。 
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～「今を解決する」から「未来を解決する」へ～ 

 

 DPC 病院入院中の他院外来受診については「両医療機関の合議による清算」とされているのみで

あり、規定ではないのですが、一般的に、①DPC 病院が他院に、点数表の規定に沿った外来診療費

の算定を求める。②DPC 病院は、他院の外来レセプトを送ってもらい、外来診療費を全額支払う。

③DPC病院は、他院での診療内容の内、DPC包括外の出来高算定できる項目について、自院で実施

した診療費として DPC入院レセプトで請求する。という方法をとります。ご質問のケースは、他院

が再診料と手術料を算定するとしますと、再診料は DPC 病院の全額負担になりますが、手術料は

DPC病院のレセプト請求分を他院に支払う形になります。 

「
今
日
は
頭
が
痛
い
か
ら
雨
が
降
り
そ
う
」
と
思
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
雨
が
降
る
前
に
頭
が
痛
く
な
る
症
状
に
は
低
気
圧

が
関
係
し
て
お
り
、
「
低
気
圧
頭
痛
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

【 

低
気
圧
で
頭
痛
が
お
き
る
の
は
な
ぜ
？ 

】 

 

低
気
圧
が
近
づ
く
と
、
耳
の
奥
の
内
耳
が
刺
激
を
受
け
ま
す
。

内
耳
に
は
外
の
気
圧
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取
る
気
圧
セ
ン
サ
ー
の

役
割
が
あ
り
、
こ
の
セ
ン
サ
ー
が
急
激
な
気
圧
の
低
下
を
感
知
す

る
と
、
内
耳
内
の
圧
力
が
相
対
的
に
高
ま
り
膨
張
し
ま
す
。
そ
の

変
化
が
脳
に
伝
わ
っ
て
脳
の
血
管
が
拡
張
し
、
周
囲
の
神
経
を
刺

激
す
る
た
め
、
ズ
キ
ズ
キ
と
し
た
痛
み
が
生
じ
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
セ
ン
サ
ー
が
急
激
な
気
圧
の
変
動
を
感
知
す
る

と
、
自
律
神
経
が
気
圧
の
変
化
と
い
う
ス
ト
レ
ス
に
対
応
し
よ
う

と
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
律
神
経
が
乱
れ

る
こ
と
で
、
血
管
の
収
縮
や
拡
張
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な

り
、
頭
の
中
の
血
流
が
不
安
定
に
な
る
た
め
、
ズ
キ
ズ
キ
と
し
た

痛
み
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。
ま
た
自
律
神
経
が
乱
れ
る

と
、
睡
眠
不
足
や
肩
こ
り
、
め
ま
い
な
ど
が
生
じ
る
た
め
、
こ
れ

ら
も
頭
痛
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
と
な
り
ま
す
。 

【 

低
気
圧
頭
痛
の
予
防
法 

】 

 

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
症
状
の
予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。 

・
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る 

睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

心
が
け
る
こ
と
で
自
律
神
経
の
働
き
を
整
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

・
水
分
を
こ
ま
め
に
と
る 

 
 

 

脱
水
に
な
る
と
血
流
が
悪
化
し
頭
痛
を
引
き
起
こ
し
や
す

く
な
る
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

 

・
耳
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る 

 
 

 

耳
と
耳
の
周
り
を
も
み
ほ
ぐ
す
こ
と
で
血
流
が
よ
く
な

り
、
内
耳
の
状
態
の
改
善
に
繋
が
り
ま
す
。 

天
気
予
報
な
ど
を
活
用
し
て
低
気
圧
の
接
近
を
早
め
に
把
握

し
、
対
策
を
取
る
よ
う
に
す
る
と
い
い
で
す
ね
。 

 

 
 

 

同
一
人
物
の
中
に
、
考
え
方
、
感
じ
方
、
口
調
、
筆
跡
、
態

度
、
行
動
な
ど
が
全
く
異
な
る
複
数
の
別
人
格
が
存
在
す
る
疾

患
で
、
以
前
は
「
多
重
人
格
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

【 

解
離
が
生
じ
る
原
因
と
心
が
選
ぶ
防
衛
反
応 

】 

 

心
が
ま
だ
十
分
に
発
達
し
て
い
な
い
幼
少
期
に
虐
待
の
よ
う

な
耐
え
が
た
い
ス
ト
レ
ス
に
晒
さ
れ
た
り
、
命
の
危
険
を
感
じ

る
よ
う
な
出
来
事
や
大
切
な
人
を
失
う
と
い
っ
た
大
き
な
悲
し

み
に
直
面
し
た
り
、
こ
う
し
た
経
験
に
よ
る
重
度
の
心
的
外
傷

（
ト
ラ
ウ
マ
）
が
発
症
に
深
く
関
わ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

強
い
ス
ト
レ
ス
を
伴
う
出
来
事
を
体
験
し
た
結
果
、
心
や
気
持

ち
が
壊
れ
な
い
よ
う
、
苦
痛
を
引
き
受
け
る
別
人
格
が
形
成
さ

れ
ま
す
。
そ
の
間
の
記
憶
や
感
情
を
別
の
人
格
が
引
き
受
け
て

い
る
た
め
、
も
と
の
人
格
に
は
記
憶
が
残
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後

も
人
格
が
交
代
を
し
て
表
に
出
て
く
る
た
め
、
記
憶
が
途
切
れ

途
切
れ
と
な
り
、
自
分
自
身
混
乱
し
た
り
、
周
り
か
ら
嘘
つ
き

と
い
わ
れ
た
り
と
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

【 

診
断 

】 

 

解
離
性
同
一
性
障
害
の
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
持
つ
精
神

科
医
や
臨
床
心
理
士
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

長
時
間
の
詳
細
な
面
接
を
通
じ
て
、
症
状
の
具
体
的
な
内
容
、

発
症
の
経
緯
、
ト
ラ
ウ
マ
の
有
無
、
他
の
精
神
疾
患
と
の
鑑
別

な
ど
を
慎
重
に
行
い
診
断
を
く
だ
し
ま
す
。 

【 

治
療
法
と
治
療
の
目
標 

】 

治
療
の
中
心
と
な
る
の
は
精
神
療
法
（
心
理
療
法
）
で
す
。

ト
ラ
ウ
マ
体
験
と
い
う
心
理
的
な
原
因
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
疾
患
の
た
め
、
治
療
に
は
心
の
働
き
か
け
を
行
う
精
神
療

法
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
症
状
に
応
じ
て
薬
物
療
法
を
補
助
的

に
用
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
解
離
症
状
に
直
接
効

果
の
あ
る
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
治
療
を
行
う
こ
と
で
、
患
者
さ

ん
が
安
全
で
安
定
し
た
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最

終
的
に
は
自
己
を
統
合
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
が
協

力
し
あ
え
る
関
係
性
を
築
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

 



 

 

 

 

豆 

知 

識 

【 

茄
子
（
な
す
） 

】 

医療・医学の知識【 献血について 】 

～「今を解決する」から「未来を解決する」へ～ 

 

保険医と医師事務作業補助者のための 

「実践的診療記録事例集・2026 年版」発売決定！ 

皆さん、こんにちは！ 近年、日本の少子高齢化の影響により、献血できる人口（16歳から 69歳）が減少

しており、さらに若者による献血離れが大きな問題となっていることをご存じでしょうか？この 10年で、10

代から 30代の献血者数は約２割も減少しているそうです。献血で提供された血液は、年間で約１００万人の

人々の輸血に使用されています。医療技術が進歩した現在でも、血液は人工的に造ることができず、長期保存

もできません。また、献血者の健康を害さないために、一人が１年間に献血できる量や回数には上限が設けら

れています。それでも、毎日 14,000人程度の献血協力が継続的に必要とされており、今後、将来必要な血液

量の確保は大きな課題です。 

【献血はだれでもできるの？】 

16歳から 69歳までで、右表の基準を満たしていれば献血可能 

です。ただし基準を満たしていても、外傷のある人や出血を伴う 

歯科治療を受けた人など、献血ができない場合もありますので、 

事前に確認しておきましょう。 

【献血ができる場所】 

全国各地にある献血ルームまたは献血バスで献血が可能です。 

【血液のゆくえ】 

献血で集められた血液から、輸血用血液製剤や血漿分画製剤（ 

血液凝固第Ⅷ因子製剤、アルブミン製剤、免疫グロブリン製剤等） 

が造られ、患者さんの治療に役立てられています。 

【献血前の注意点】 

空腹状態で献血をすると気分不良をおこすため、献血前には食事 

を取っておきたいですが、揚げ物やラーメンなどの脂っこい食事 

や、牛乳など乳製品を摂取すると、血液中に脂肪が多く含まれ 

血液検査値が正しく出ないことがあるため、注意が必要です。 ※厚生労働省 HP・献血について知りたい>献血基準より引用 

 

今
回
は
夏
野
菜
の
代
表
と
も
い
え
る
「
茄
子
（
な
す
）
」
に 

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
最
近
で
は
白
や
緑
な
ど
の
様
々
な
品
種 

が
出
て
お
り
ま
す
が
、
多
く
の
茄
子
（
な
す
）
の
旬
の
時
期
は 

７
～
８
月
頃
と
な
り
ま
す
。 

【 

茄
子
の
品
種 

】 

⚫
 

千
両
な
す
：
日
本
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
品
種
。
ほ
ど
よ
い 

柔
ら
か
さ
で
、
煮
る
・
焼
く
・
揚
げ
る
・
炒
め
る
な
ど
、 

ど
ん
な
調
理
法
に
も
万
能
に
使
え
ま
す
。 

⚫
 

長
な
す
：

20

～

30

cm

ほ
ど
に
細
長
く
育
つ
品
種
で
す
。

果
肉
が
柔
ら
か
い
の
が
特
徴
で
、
火
が
通
り
や
す
い
た
め
、 

焼
き
な
す
や
揚
げ
浸
し
、
煮
浸
し
な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。 

⚫
 

丸
な
す
（
加
賀
な
す
な
ど
）
：
野
球
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
丸
く
、

肉
質
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
品
種
で
す
。
身
が
崩
れ
に
く
い 

た
め
、
田
楽
や
煮
込
み
料
理
に
向
い
て
い
ま
す
。 

⚫
 

米
な
す
：
ア
メ
リ
カ
の
品
種
を
元
に
改
良
さ
れ
た
大
型
の 

な
す
で
、
ヘ
タ
が
緑
色
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
果
肉 

が
ス
ポ
ン
ジ
状
で
油
を
吸
い
や
す
い
た
め
、
ス
テ
ー
キ
や 

グ
ラ
タ
ン
、
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
な
ど
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。 

⚫
 

水
な
す
：
水
分
が
非
常
に
多
く
、
皮
も
果
肉
も
柔
ら
か
い
の 

が
特
徴
で
す
。
ア
ク
が
少
な
く
皮
が
柔
ら
か
い
た
め
、
生
食 

や
浅
漬
け
で
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。 

【 

お
い
し
い
茄
子
の
選
び
方
♪ 

】 

・
ヘ
タ
の
棘
が
鋭
い 

ヘ
タ
の
切
り
口
が
新
し
く
、
ガ
ク
の
部
分
に
つ
い
て
い
る
棘
が 

「
痛
い
く
ら
い
鋭
く
尖
っ
て
い
る
も
の
」
は
新
鮮
な
証
拠
で
す
。 

・
皮
の
色
が
濃
く
、
ハ
リ
と
ツ
ヤ
が
あ
る 

全
体
的
に
色
が
濃
く
、
皮
に
傷
が
な
く
パ
ン
と
し
た
ハ
リ
と 

ツ
ヤ
が
あ
る
も
の
が
お
す
す
め
で
す
。 

・
持
っ
た
時
に
ず
っ
し
り
と
重
い 

手
に
持
っ
た
と
き
に
「
ず
っ
し
り
と
し
た
重
み
」
を
感
じ
る
も 

の
は
水
分
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
の
わ
り
に 

軽
く
感
じ
る
も
の
は
水
分
が
抜
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 


